
試作を重ねてコラボ商品が

完成した

よくばり南女バウム

ディップする南女バウム

～コーンスープ～

オイスカ浜松国際高等学校のキャンパス

パステルグリーンで統一したロッカー

　

武

蔵

野

大

学

ア

ン

ト

レ

プ

レ

ナ

ー

シ

ッ

プ

研

究

所

（

東

京

都

西

東

京

市

）

は

�

月

３

日

、

「

Ｅ

Ｍ

Ｃ

　

Ｐ

ｉ

ｔ

ｃ

ｈ

２

０

２

３

―

世

界

の

幸

せ

を

叫

ぶ

―

」

を

武

蔵

野

キ

ャ

ン

パ

ス

で

開

催

す

る

。

同

イ

ベ

ン

ト

は

国

内

外

の

小

学

生

～

大

学

院

生

を

対

象

に

し

て

お

り

、

参

加

者

を

�

月

�

日

ま

で

募

集

し

て

い

る

。

　

昨

年

は

日

本

国

内

の

学

生

を

中

心

に

多

数

の

応

募

が

あ

り

、

選

考

の

結

果

、

日

本

、

イ

ギ

リ

ス

、

カ

ナ

ダ

に

住

む

�

人

の

学

生

（

�

歳

～

�

歳

）

が

各

自

の

「

世

界

の

幸

せ

を

カ

タ

チ

に

す

る

た

め

の

ア

ク

シ

ョ

ン

」

を

発

表

し

た

。

　

今

年

は

「

マ

イ

ン

ド

編

」

「

ビ

ジ

ネ

ス

編

」

の

２

部

門

で

実

施

。

メ

イ

ン

テ

ー

マ

の

「

世

界

の

幸

せ

を

カ

タ

チ

に

す

る

た

め

に

私

は

ど

う

す

る

か

」

に

基

づ

き

、

マ

イ

ン

ド

編

で

は

個

々

人

の

抱

え

る

課

題

か

ら

導

か

れ

る

自

身

の

ア

ク

シ

ョ

ン

を

宣

言

す

る

。

ビ

ジ

ネ

ス

編

で

は

具

体

的

な

ビ

ジ

ネ

ス

プ

ラ

ン

を

発

表

す

る

。

　

同

大

学

ア

ン

ト

レ

プ

レ

ナ

ー

シ

ッ

プ

学

部

の

実

務

家

教

員

等

が

審

査

員

を

務

め

、

参

加

者

が

３

分

動

画

に

込

め

た

同

イ

ベ

ン

ト

に

対

す

る

熱

意

と

意

気

込

み

を

評

価

し

、

出

場

者

を

選

定

す

る

。

　

選

考

通

過

者

は

�

月

３

日

に

オ

ー

デ

ィ

エ

ン

ス

の

前

で

自

ら

の

「

想

い

」

を

発

表

す

る

機

会

が

与

え

ら

れ

る

ほ

か

、

２

０

２

４

年

２

月

�

日

開

催

予

定

の

ア

ン

ト

レ

プ

レ

ナ

ー

シ

ッ

プ

学

部

の

実

務

家

教

員

や

起

業

家

・

実

業

家

な

ど

が

集

う

「

Ｅ

Ｍ

Ｃ

　

Ｃ

ｏ

ｎ

ｆ

ｅ

ｒ

ｅ

ｎ

ｃ

ｅ

」

に

学

生

代

表

と

し

て

参

加

す

る

権

利

を

得

る

。

　

詳

細

は

Ｅ

Ｍ

Ｃ

　

Ｐ

ｉ

ｔ

ｃ

ｈ

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

�

ｍ

ｅ

ｉ

－

ｅ

ｍ

ｃ

－

ｐ

ｉ

ｔ

ｃ

ｈ

．

ｃ

ｏ

ｍ

）

ま

で

。

　

浜

名

湖

畔

の

自

然

豊

か

な

環

境

に

校

舎

を

構

え

る

オ

イ

ス

カ

浜

松

国

際

高

等

学

校

（

静

岡

県

浜

松

市

）

は

国

際

Ｎ

Ｇ

Ｏ

オ

イ

ス

カ

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

を

設

立

母

体

と

し

て

１

９

８

３

年

に

開

校

し

、

２

０

２

３

年

に

�

周

年

を

迎

え

た

。

　

同

Ｎ

Ｇ

Ｏ

は

全

て

の

人

々

が

さ

ま

ざ

ま

な

違

い

を

乗

り

越

え

て

共

存

し

、

地

球

上

の

あ

ら

ゆ

る

生

命

の

基

盤

を

守

り

育

て

よ

う

と

す

る

世

界

を

目

指

し

て

１

９

６

１

年

に

設

立

さ

れ

た

。

同

校

は

同

Ｎ

Ｇ

Ｏ

の

理

念

の

下

、

建

学

の

精

神

と

し

て

「

天

文

を

基

調

と

す

る

真

の

人

間

形

成

に

向

か

っ

て

努

力

し

人

類

恒

久

平

和

建

設

の

大

道

に

献

身

す

る

」

、

教

育

目

標

と

し

て

「

自

然

の

恩

恵

に

感

謝

し

、

国

際

社

会

に

貢

献

で

き

る

心

豊

か

な

生

徒

を

育

成

す

る

」

を

掲

げ

、

「

国

際

理

解

教

育

」

と

「

環

境

教

育

」

を

柱

と

し

た

体

験

型

教

育

を

実

践

し

て

い

る

。

　

独

自

の

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

は

、

３

年

間

の

進

路

指

導

計

画

を

基

本

に

、

各

生

徒

が

夢

の

発

見

か

ら

実

現

ま

で

多

様

な

取

り

組

み

を

行

う

。

現

在

、

１

年

生

は

全

員

同

じ

教

育

課

程

で

基

礎

学

力

の

定

着

を

目

指

す

と

と

も

に

、

夢

の

発

見

に

向

け

て

、

き

め

細

か

い

進

路

指

導

な

ど

の

サ

ポ

ー

ト

を

受

け

て

い

る

。

２

、

３

年

生

は

独

自

の

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

で

構

成

さ

れ

た

３

コ

ー

ス

で

、

夢

の

実

現

に

向

け

て

学

ん

で

い

る

。

　

３

コ

ー

ス

の

う

ち

、

国

際

文

化

コ

ー

ス

は

留

学

生

と

同

じ

ク

ラ

ス

で

学

習

し

、

国

際

感

覚

を

身

に

付

け

る

土

台

を

つ

く

り

、

国

内

外

の

大

学

を

目

指

す

。

　

特

別

進

学

コ

ー

ス

で

は

、

国

公

立

大

学

や

難

関

私

立

大

学

な

ど

を

目

指

す

。

授

業

だ

け

で

な

く

、

志

望

校

別

の

課

外

講

習

や

長

期

休

業

中

の

講

習

会

な

ど

で

受

験

に

対

応

し

た

学

力

を

育

成

す

る

。

　

グ

ロ

ー

バ

ル

キ

ャ

リ

ア

コ

ー

ス

は

大

学

進

学

か

ら

就

職

ま

で

、

多

様

な

進

路

に

対

応

し

た

教

育

課

程

を

編

成

し

た

コ

ー

ス

で

、

進

路

希

望

や

興

味

・

適

性

に

合

わ

せ

た

独

自

の

科

目

を

設

定

し

て

い

る

。

　

２

０

２

４

年

度

に

は

全

学

年

に

ス

ポ

ー

ツ

と

健

康

面

か

ら

ラ

イ

フ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

を

学

ぶ

こ

と

が

で

き

る

「

ス

ポ

ー

ツ

ウ

ェ

ル

ネ

ス

コ

ー

ス

」

を

新

設

す

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

１

年

生

は

同

コ

ー

ス

と

普

通

コ

ー

ス

の

２

コ

ー

ス

、

２

、

３

年

生

は

４

コ

ー

ス

体

制

と

な

る

。

　

こ

れ

ら

の

学

び

に

加

え

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

目

標

達

成

に

向

け

た

活

動

も

推

進

。

「

オ

イ

ス

カ

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

　

３

つ

の

宣

言

」

と

し

て

▽

環

境

問

題

解

決

の

実

践

力

を

身

に

付

け

た

生

徒

の

育

成

を

目

指

す

「

環

境

教

育

宣

言

�

」

▽

多

文

化

共

生

社

会

に

貢

献

で

き

る

生

徒

の

育

成

を

目

指

す

「

ミ

ニ

・

ワ

ー

ル

ド

宣

言

�

」

▽

将

来

の

地

域

社

会

を

担

う

生

徒

の

育

成

を

目

指

す

「

地

域

協

働

宣

言

�

」

を

掲

げ

、

体

験

学

習

や

、

生

徒

の

有

志

メ

ン

バ

ー

に

よ

る

「

環

境

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

な

ど

で

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

こ

う

し

た

中

、

同

校

は

２

０

２

３

年

４

月

入

学

の

新

入

生

が

使

用

す

る

ロ

ッ

カ

ー

と

し

て

、

㈱

プ

ラ

ロ

ッ

カ

ー

の

Ｅ

Ｃ

Ｏ

プ

ラ

ロ

ッ

カ

ー

を

採

用

し

た

。

昨

年

度

よ

り

も

新

入

生

が

増

え

た

た

め

、

各

生

徒

に

よ

る

ロ

ッ

カ

ー

の

個

人

所

有

を

検

討

し

た

と

こ

ろ

、

同

校

の

鬼

石

貞

治

校

長

が

新

聞

記

事

で

、

再

生

材

を

使

用

し

て

製

造

さ

れ

た

地

球

環

境

に

優

し

い

同

ロ

ッ

カ

ー

を

知

り

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

観

点

か

ら

同

校

の

教

育

に

合

っ

て

い

る

こ

と

や

、

軽

量

で

持

ち

運

び

し

や

す

く

、

組

み

立

て

も

生

徒

自

身

で

で

き

る

こ

と

な

ど

か

ら

採

用

を

決

め

た

。

　

鍵

が

付

い

て

お

り

、

生

徒

自

身

で

貴

重

品

管

理

が

可

能

で

、

扉

の

色

も

選

択

で

き

、

教

室

の

雰

囲

気

づ

く

り

が

で

き

る

点

も

決

め

手

と

な

っ

た

。

　

導

入

後

、

初

め

て

鍵

付

き

の

ロ

ッ

カ

ー

を

所

有

し

た

新

入

生

は

貴

重

品

を

し

っ

か

り

管

理

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ロ

ッ

カ

ー

の

扉

の

色

は

パ

ス

テ

ル

グ

リ

ー

ン

と

し

、

教

室

の

雰

囲

気

が

明

る

く

な

っ

た

。

　

同

校

で

は

、

こ

れ

か

ら

は

新

年

度

の

ク

ラ

ス

替

え

の

と

き

に

生

徒

が

自

分

の

ロ

ッ

カ

ー

を

運

ぶ

こ

と

が

で

き

、

組

み

換

え

も

自

由

な

た

め

、

ロ

ッ

カ

ー

を

増

や

す

こ

と

も

容

易

に

な

る

と

し

て

い

る

。

　

生

徒

か

ら

は

「

ロ

ッ

カ

ー

を

個

人

所

有

す

る

こ

と

で

愛

着

が

湧

き

、

大

事

に

使

う

気

持

ち

に

な

る

」

「

安

心

、

安

全

に

貴

重

品

を

管

理

で

き

る

」

と

い

っ

た

声

が

寄

せ

ら

れ

て

い

る

。

同

校

は

今

後

も

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

観

点

と

、

教

育

目

標

の

「

自

然

の

恩

恵

に

感

謝

す

る

心

」

を

育

て

る

と

い

う

観

点

か

ら

、

施

設

や

設

備

を

充

実

さ

せ

て

い

く

。

来

年

度

以

降

も

同

ロ

ッ

カ

ー

の

導

入

を

続

け

て

、

全

学

年

で

の

所

有

を

目

指

す

考

え

だ

。

　

㈱

ユ

ー

ハ

イ

ム

（

兵

庫

県

神

戸

市

）

と

神

戸

市

が

推

進

す

る

「

神

戸

ス

イ

ー

ツ

の

魅

力

発

信

を

通

じ

た

地

域

振

興

」

を

目

指

す

取

り

組

み

に

参

画

し

て

い

る

甲

南

女

子

大

学

医

療

栄

養

学

部

（

同

）

は

、

こ

の

取

り

組

み

の

一

環

と

し

て

、

学

生

た

ち

が

管

理

栄

養

士

養

成

課

程

で

の

学

び

や

若

者

視

点

を

生

か

し

、

同

社

が

開

発

し

た

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

テ

オ

Ａ

Ｉ

職

人

「

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｏ

」

を

活

用

し

た

メ

ニ

ュ

ー

考

案

と

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

活

動

に

初

挑

戦

し

た

。

　

同

社

は

神

戸

市

と

「

ス

イ

ー

ツ

の

魅

力

発

信

を

通

じ

た

産

業

振

興

」

に

関

す

る

事

業

連

携

協

定

を

締

結

し

て

お

り

、

連

携

内

容

の

一

つ

で

あ

る

「

ス

イ

ー

ツ

を

通

し

た

人

材

育

成

に

関

す

る

こ

と

」

と

し

て

、

今

年

５

月

か

ら

同

大

学

と

の

取

り

組

み

を

開

始

し

た

。

　

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

４

年

ぶ

り

の

通

常

開

催

と

な

る

大

学

祭

「

よ

つ

ば

祭

　

２

０

２

３

」

（

�

月

�

・

�

日

）

で

の

一

般

販

売

に

向

け

て

、

同

社

と

医

療

栄

養

学

部

の

学

生

�

人

が

共

同

で

商

品

の

考

案

、

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

活

動

を

展

開

。

若

年

層

に

神

戸

ス

イ

ー

ツ

の

魅

力

を

伝

え

る

こ

と

を

目

的

に

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

�

～

�

代

の

女

性

に

設

定

し

、

管

理

栄

養

士

養

成

課

程

で

学

ぶ

「

医

療

栄

養

学

部

生

に

し

か

で

き

な

い

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

と

し

て

、

メ

ニ

ュ

ー

考

案

に

取

り

組

ん

だ

。

　

数

あ

る

神

戸

地

産

素

材

の

中

で

も

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｏ

が

焼

い

た

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

と

合

う

素

材

を

選

び

、

同

社

と

共

に

試

作

を

重

ね

、

大

学

祭

で

販

売

す

る

オ

リ

ジ

ナ

ル

コ

ラ

ボ

商

品

が

完

成

し

た

。

　

〝

医

療

に

強

い

〟

管

理

栄

養

士

を

目

指

す

医

療

栄

養

学

部

生

に

と

っ

て

、

小

麦

ア

レ

ル

ギ

ー

の

あ

る

人

に

も

お

い

し

い

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

を

食

べ

て

も

ら

う

こ

と

は

重

要

な

課

題

の

一

つ

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

今

回

の

コ

ラ

ボ

商

品

で

は

、

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｏ

が

焼

く

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

で

通

常

は

使

用

さ

れ

る

小

麦

粉

を

神

戸

市

産

の

米

粉

に

置

き

換

え

て

作

っ

て

お

り

、

ほ

の

か

な

甘

み

と

し

っ

と

り

と

し

た

食

感

で

、

ど

の

ト

ッ

ピ

ン

グ

に

も

合

う

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

に

仕

上

げ

た

。

　

コ

ラ

ボ

商

品

は

、

「

よ

く

ば

り

南

女

バ

ウ

ム

」

（

価

格

：

３

５

０

円

〈

税

込

み

〉

）

と

、

「

デ

ィ

ッ

プ

す

る

南

女

バ

ウ

ム

～

コ

ー

ン

ス

ー

プ

～

」

（

価

格

：

４

０

０

円

〈

税

込

み

〉

）

の

２

種

類

。

「

よ

く

ば

り

南

女

バ

ウ

ム

」

は

手

作

り

い

ち

じ

く

ジ

ャ

ム

、

手

作

り

ぶ

ど

う

ジ

ャ

ム

＆

ク

リ

ー

ム

チ

ー

ズ

、

～

ホ

ワ

イ

ト

チ

ョ

コ

を

使

っ

た

～

濃

厚

き

な

粉

の

３

種

類

の

ト

ッ

ピ

ン

グ

を

１

本

で

楽

し

む

こ

と

が

で

き

る

。

「

い

ろ

い

ろ

な

ト

ッ

ピ

ン

グ

を

少

し

ず

つ

食

べ

た

い

」

「

串

刺

し

で

食

べ

や

す

く

」

「

Ｓ

Ｎ

Ｓ

で

シ

ェ

ア

し

た

く

な

る

よ

う

な

見

た

目

」

な

ど

、

タ

ー

ゲ

ッ

ト

で

あ

る

�

～

�

代

の

女

性

に

向

け

て

、

大

学

生

が

意

見

を

出

し

合

い

な

が

ら

考

え

た

。

　

ま

た

、

今

回

の

取

り

組

み

で

は

、

同

社

が

Ｊ

Ａ

兵

庫

六

甲

「

六

甲

の

め

ぐ

み

」

か

ら

、

天

候

の

影

響

で

販

売

ロ

ス

に

な

っ

た

い

ち

じ

く

を

買

い

取

り

、

使

用

し

て

い

る

。

　

「

デ

ィ

ッ

プ

す

る

南

女

バ

ウ

ム

～

コ

ー

ン

ス

ー

プ

～

」

は

米

粉

の

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

を

ノ

ン

フ

ラ

イ

ヤ

ー

で

揚

げ

、

フ

リ

ッ

ト

に

し

て

串

に

刺

し

、

温

か

い

コ

ー

ン

ス

ー

プ

に

デ

ィ

ッ

プ

し

て

食

べ

る

新

感

覚

の

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

で

、

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｏ

で

焼

い

た

出

来

た

て

の

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

を

ノ

ン

フ

ラ

イ

ヤ

ー

で

揚

げ

た

フ

リ

ッ

ト

は

、

外

は

サ

ク

ッ

と

中

は

し

っ

と

り

と

仕

上

げ

て

い

る

。

　

学

生

が

考

案

し

た

商

品

を

一

般

販

売

す

る

大

学

祭

に

は

、

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｏ

を

搭

載

し

て

い

る

フ

ー

ド

ト

ラ

ッ

ク

が

学

内

に

登

場

し

、

焼

き

た

て

の

バ

ウ

ム

ク

ー

ヘ

ン

を

販

売

す

る

。

　

同

大

学

医

療

栄

養

学

部

は

２

０

１

８

年

４

月

に

開

設

さ

い

の

ち

れ

、

「

栄

養

で

救

え

る

生

命

が

あ

る

」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

、

近

年

さ

ま

ざ

ま

な

分

野

で

の

活

躍

が

期

待

さ

れ

て

い

る

〝

医

療

に

強

い

管

理

栄

養

士

〟

を

養

成

し

て

い

る

。

管

理

栄

養

士

の

資

格

取

得

に

必

要

な

栄

養

学

に

関

す

る

科

目

に

加

え

、

医

療

や

疾

病

を

理

解

す

る

た

め

の

科

目

、

さ

ま

ざ

ま

な

専

門

職

と

協

力

す

る

方

法

を

学

ぶ

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

を

特

徴

と

し

て

い

る

。

　

成

安

造

形

大

学

【

キ

ャ

ン

パ

ス

が

美

術

館

】

（

滋

賀

県

大

津

市

）

は

、

大

学

開

学

�

周

年

記

念

展

覧

会

と

し

て

、

セ

イ

ア

ン

ア

ー

ツ

ア

テ

ン

シ

ョ

ン

�

「

Ｅ

ｒ

ｒ

ｏ

ｒ

ｏ

ｆ

Ｒ

ｅ

ａ

ｌ

ｉ

ｔ

ｙ

」

を

�

月

�

日

か

ら

�

月

�

日

ま

で

開

催

し

て

い

る

。

　

タ

イ

ト

ル

に

あ

る

「

エ

ラ

ー

」

と

い

う

言

葉

は

ラ

テ

ン

語

を

語

源

と

し

、

本

来

あ

る

べ

き

状

態

か

ら

逸

脱

し

た

も

の

と

い

う

ニ

ュ

ア

ン

ス

を

含

み

、

一

般

に

悪

い

も

の

、

危

機

的

な

も

の

と

思

わ

れ

が

ち

で

あ

る

も

の

の

、

本

来

は

誤

り

の

箇

所

を

特

定

し

、

修

正

す

る

た

め

の

ヒ

ン

ト

を

示

す

役

割

を

担

っ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

同

展

覧

会

で

は

現

実

世

界

を

捉

え

る

感

性

や

認

識

の

「

エ

ラ

ー

」

の

可

能

性

に

つ

い

て

考

え

る

。

　

現

実

世

界

へ

の

感

性

や

認

識

に

わ

ず

か

な

エ

ラ

ー

を

起

こ

さ

せ

、

別

の

視

点

か

ら

世

界

を

捉

え

る

想

像

力

を

駆

動

さ

せ

る

、

ユ

ニ

ー

ク

で

ユ

ー

モ

ア

の

あ

る

５

組

の

作

品

を

紹

介

。

現

実

性

と

虚

構

性

の

間

を

絶

妙

な

バ

ラ

ン

ス

で

渡

り

歩

く

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

の

表

現

に

触

れ

る

こ

と

で

、

現

実

世

界

へ

の

常

識

を

リ

セ

ッ

ト

し

、

日

々

の

不

安

や

閉

塞

感

に

わ

ず

か

な

が

ら

の

風

穴

を

開

け

、

目

の

前

に

広

が

る

世

界

の

見

方

を

よ

り

楽

し

く

、

豊

か

に

す

る

契

機

と

な

る

こ

と

を

目

指

す

。

　

出

展

作

家

は

、

今

村

遼

佑

氏

、

垣

本

泰

美

氏

、

虚

構

新

聞

社

社

主

Ｕ

Ｋ

＋

同

大

学

在

学

生

、

谷

平

博

氏

、

平

瀬

ミ

キ

氏

。

関

連

イ

ベ

ン

ト

と

し

て

�

月

�

日

に

、

各

会

場

を

回

り

な

が

ら

作

家

と

ギ

ャ

ラ

リ

ー

ト

ー

ク

を

行

う

ほ

か

、

ツ

ア

ー

後

に

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ス

ペ

ー

ス

「

結

」

で

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

を

開

催

す

る

。

　

ま

た

、

�

月

２

日

に

同

大

学

聚

英

館

で

実

施

さ

れ

る

「

『

Ｅ

ｒ

ｒ

ｏ

ｒ

ｏ

ｆ

Ｒ

ｅ

ａ

ｌ

ｉ

ｔ

ｙ

』

ク

ロ

ス

ト

ー

ク

」

で

は

、

同

し

ょ

う

へ

い

大

学

の

招

聘

教

授

で

、

滋

賀

県

立

美

術

館

デ

ィ

レ

ク

タ

ー

（

館

長

）

を

務

め

る

保

坂

健

二

朗

氏

を

迎

え

、

出

展

作

家

と

展

覧

会

に

つ

い

て

意

見

を

交

換

す

る

。

　

詳

細

は

同

展

覧

会

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

�

ａ

ｒ

ｔ

ｃ

ｅ

ｎ

ｔ

ｅ

ｒ

．

ｓ

ｅ

ｉ

ａ

ｎ

．

ａ

ｃ

．

ｊ

ｐ

／

ｅ

ｘ

ｈ

ｉ

ｂ

ｉ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

／

６

２

４

１

／

）

ま

で

。

　

金

融

広

報

中

央

委

員

会

（

東

京

都

中

央

区

）

は

、

全

国

の

小

・

中

・

高

等

学

校

、

高

等

専

門

学

校

、

高

等

専

修

学

校

、

特

別

支

援

学

校

（

学

級

）

、

大

学

教

員

、

教

育

委

員

会

指

導

主

事

、

教

職

を

目

指

す

大

学

生

・

大

学

院

生

を

対

象

と

し

て

い

る

「

先

生

の

た

め

の

金

融

教

育

セ

ミ

ナ

ー

（

オ

ン

デ

マ

ン

ド

配

信

）

」

の

申

し

込

み

受

け

付

け

を

行

っ

て

い

る

。

文

部

科

学

省

、

金

融

庁

、

消

費

者

庁

ほ

か

が

後

援

。

　

現

役

教

員

に

よ

る

動

画

、

金

融

教

育

の

専

門

家

に

よ

る

動

画

を

�

本

配

信

す

る

。

配

信

期

間

は

２

０

２

４

年

２

月

�

日

ま

で

と

な

っ

て

い

る

。

参

加

費

無

料

。

　

申

し

込

み

は

、

セ

ミ

ナ

ー

サ

イ

ト

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

�

ｗ

ｗ

ｗ

．

ｓ

ｅ

ｎ

ｓ

ｅ

ｉ

２

０

２

３

．

ｊ

ｐ

／

）

。

　

◇

問

い

合

わ

せ

先

＝

「

先

生

の

た

め

の

金

融

教

育

セ

ミ

ナ

ー

２

０

２

３

」

事

務

局

☎

０

３

（

３

５

５

４

）

４

４

５

３

　

平

日

午

前

�

時

か

ら

午

後

６

時

　

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

：

ｓ

ｅ

ｎ

ｓ

ｅ

ｉ

２

０

２

３

＠

ｓ

ｔ

ａ

ｇ

ｅ

．

ａ

ｃ

　

菅

公

学

生

服

㈱

（

岡

山

県

岡

山

市

）

は

９

月

�

日

、

毎

月

最

終

火

曜

日

に

結

果

を

発

信

し

て

い

る

調

査

リ

ポ

ー

ト

「

カ

ン

コ

ー

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

」

Ｖ

ｏ

ｌ

�

２

１

２

で

「

学

校

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

の

取

り

組

み

」

の

調

査

デ

ー

タ

を

公

開

し

た

。

　

そ

れ

に

よ

る

と

、

全

国

の

中

学

・

高

校

の

教

員

１

４

０

０

人

を

対

象

に

し

た

今

回

の

調

査

で

は

、

学

校

で

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

に

つ

い

て

「

と

て

も

積

極

的

で

あ

る

」

（

�

・

４

％

）

と

「

や

や

積

極

的

で

あ

る

」

（

�

・

９

％

）

を

合

わ

せ

、

５

割

強

の

学

校

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

と

回

答

し

た

。

一

方

で

「

全

く

積

極

的

で

は

な

い

」

（

�

・

２

％

）

と

い

う

学

校

も

１

割

程

度

見

ら

れ

た

。

　

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

の

内

容

に

つ

い

て

は

「

生

徒

に

よ

る

自

由

研

究

」

「

地

域

の

探

究

」

「

職

場

見

学

・

体

験

（

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

）

」

な

ど

の

取

り

組

み

を

実

施

し

て

い

る

一

方

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

で

何

を

す

る

か

「

特

に

決

ま

っ

て

い

な

い

」

（

�

・

４

％

）

、

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

は

実

施

し

て

い

な

い

」

（

�

・

９

％

）

と

い

う

回

答

も

２

割

程

度

あ

り

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

環

境

に

格

差

が

生

じ

て

い

る

。

　

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

へ

の

取

り

組

み

の

課

題

は

「

授

業

準

備

・

進

め

方

」

（

�

・

１

％

）

、

「

授

業

時

間

の

確

保

・

調

整

」

（

�

・

４

％

）

、

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

指

導

経

験

・

ス

キ

ル

の

不

足

」

（

�

・

１

％

）

と

い

う

授

業

を

行

う

環

境

や

、

経

験

・

ス

キ

ル

な

ど

に

困

っ

て

い

る

教

員

が

３

～

４

割

程

度

見

ら

れ

る

。

　

「

生

徒

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

」

「

出

張

授

業

・

講

演

会

を

行

う

外

部

講

師

・

企

業

の

選

定

」

「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

開

発

」

等

も

課

題

に

挙

げ

ら

れ

、

一

部

の

学

校

は

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

を

行

う

環

境

や

体

制

が

整

っ

て

い

な

い

、

生

徒

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

維

持

が

難

し

い

な

ど

の

課

題

も

あ

る

よ

う

だ

。

　

２

０

２

３

年

は

２

０

３

０

年

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

達

成

年

限

ま

で

の

中

間

年

に

当

た

り

、

そ

の

重

要

性

が

高

ま

っ

て

い

る

た

め

、

今

回

、

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

教

育

の

取

り

組

み

状

況

な

ど

に

つ

い

て

調

査

し

た

。

調

査

方

法

は

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

リ

サ

ー

チ

で

、

実

施

時

期

は

２

０

２

３

年

６

月

。

　

第

�

回

虚

子

・

こ

も

ろ

全

国

俳

句

大

会

実

行

委

員

会

な

ど

は

第

�

回

「

虚

子

・

こ

も

ろ

全

国

俳

句

大

会

」

を

開

催

す

る

。

作

品

を

�

月

２

日

ま

で

募

集

し

て

い

る

。

長

野

県

ほ

か

が

後

援

。

　

応

募

の

テ

ー

マ

は

雑

詠

（

テ

ー

マ

は

自

由

）

。

募

集

部

門

は

、

小

学

生

の

部

・

中

学

生

の

部

・

高

校

生

の

部

・

一

般

の

部

に

分

か

れ

る

。

　

投

句

料

は

、

一

般

の

部

が

４

句

１

組

２

千

円

、

小

・

中

・

高

校

生

の

部

が

無

料

。

入

賞

者

へ

の

連

絡

お

よ

び

小

諸

市

公

式

サ

イ

ト

で

の

公

表

を

も

っ

て

発

表

に

か

え

る

。

　

表

彰

式

は

２

０

２

４

年

３

月

�

日

、

会

場

は

小

諸

市

・

ス

テ

ラ

ホ

ー

ル

。

　

◇

応

募

先

・

問

い

合

わ

せ

先

＝

〒

３

８

４

―

０

０

０

６

長

野

県

小

諸

市

与

良

町

２

―

３

―

�

（

市

立

小

諸

高

濱

虚

子

記

念

館

）

虚

子

・

こ

も

ろ

全

国

俳

句

大

会

事

務

局

　

☎

０

２
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